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金融機関向けシステム開発支援システム
Development Support SYStemfor FinancialSYStemS

金融機関のシステムは急激にその規模が拡大している｡特に第三次オンライ

ンシステムのプログラム開発量は,現行システムの2～3倍の規模にも達する｡

増大するソフトウェア開発要求に対応するため,日立製作所ではHIPACEと一

体化したシステム開発支援ソフトウェアEAGLEを開発している｡システム開発

全体の生産性を向上させ,信頼性を確保するためには,更に設計工程の支援,

テスト工程の支援,管理の支援が重要と考える｡金融機関向けシステム開発支

援システムはEAGLEを核として,それを支援するサブシステムを開発し,大規

模化する金融オンラインシステムの開発に適用できるようにした｡

ロ 緒 言

金融機関の第三次オンラインシステムを開発する環境は,

第二次オンラインシステム開発時と大きな違いをみせている｡

現在稼動中のシステムは総合オンラインシステムであり,銀

行の主要業務を既に取り入れているため,その規模は非常に

大きなものである｡第三次オンラインシステムはこの現行シ

ステムを包含し,更に新しい機能,高い信頼性,きめ細かな

サポートを行うため,プログラム開発規模は現行の2～3倍

という巨大なものになっている｡また,金融の自由化に伴い

社会環境も大きく変わっており,それにつれて現行システム

も日々変化し,成長していく必要がある｡このため,現行シ

ステムの保守と第三次オンラインシステム開発を並行して進

めることとなり,システム開発のための要員は外部ソフトウ

エアハウスに大きく依存することとなる｡更に,金融機関の

オンラインシステムは,各種ネットワークを経由して社会的

広がりをみせており,システムの信頼性に対する要求も非常

に大きなものになっている｡

このような状況に対応するため,日立製作所では標準的設

計技法HIPACE(HitachiPhased Approach for High

ProductiveComputerSystem'sEngineering)1)をベースに開

発支援ソフトウェアEAGLE(Effective Approach to

AchievingHighLevelSoftwareProductivity)2)･3)を核とし

て,更に設計工程の支援ツール,テスト工程の支援ツール,

管理支援のツールを整備してきた｡本稿では,｢金融機関向け

システム開発支援システム+HIPACE-Financial(以下,

HIPACE-Fと略す｡)開発の背景,ねらい及びその概要につい

て紹介する｡

凶 H肝ACE-F開発の方針

第三次オンラインシステムを,システム開発という側面か
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らみると次のような特徴がある｡

(1)開発規模が勘定系だけでも500万ステップを超える巨大シ

ステムであり,全科目一斉開発である｡

(2)開発要具のうち行員の占める割合は低く,大半を外部ソ

フトウエアハウスの要員に依存している｡

(3)開発安貞が多いことから,開発プロジェクトとして一堂

に会して開発を進めることが困難であり,複数の場所に分か

れて作業する分散開発である｡

このような特性を踏まえ,HIPACE-Fの開発に当たっては

次のような開発方針で臨んだ｡

(1)システム開発手順はHIPACE-SPDS(HIPACE-Stand-

ardProceduretoDevelopSystem)に従うこと｡

(2)設計工程からテスト工程までを支援するトータルな開発

支援システムであること｡

(3)分散開発に備え,TSS(TimeSharingSystem)を最大限

に利用すること｡また,管理機能を充実させること｡

(4)各ソフトウェアハウスの文化の違いを吸収するためにも

EAGLEのディクショナリ,プログラム生成などの機能を活用

すること｡

(5)システムの品質を確保するため,テスト機能の充実を図

ること｡

シスデムに関するコストはそのライフサイクル全体でとら

えると,システム保守コストはライフサイクルコストの7割

を超えることはよく知られ‾ていることである｡また,金融オ

ンラインシステムでは,その品質の確保のため,テスト工程

に多大な工数を投入している(図り｡HIPACE-Fでは開発工

程の効率向上とともに,データディクショナリの活用,70ロ

グラム自動生成によるプロダクトの均一化などによる保守コ

ストの低減も大きなねらいの一つである｡

*日立製作所大森ソフトウェア工場

97



304 日立評論 VOL.70 No.3(1988-3)

ライフサイクルコスト

設 計
プログラム

作成
テスト

-H

守

一一

保

7〃ハい‥‥1.パ〃山
′

-

+ 4-/し2_ノ + 4___+

図l開発工程の工数比 金融オンラインシステム開発では,テス

トの占める割合が高い｡

同 HIPACE-Fツールの体系

HIPACE-Fを構成するサブシステムと開発工程の関係を

図2に示す｡

設計工程ではデータ辞書(データディクショナリ)を中心に,

オンラインプログラム開発では取引の最小単位であるトラン

ザクションを定義し,モジュールの流れを決定するトランザ

クション仕様定義支援,データベースの仕様を定義して,プ

ログラム作成につなぐデータベース定義支援がある｡オフラ

インプログラム開発では,データの流れからシステムフロー

を出力するシステムフロー定義支援がある4)｡

70ログラム作成工程ではEAGLEのプログラム自動生成機能

を中心に金融用プログラム標準パターン,部品を用意してい

る｡

テスト工程では単体テスト,組合せテスト,総合テストの

各テスト工程ごとに使用するテストドライバ及びテストデー

タ作成支援,テスト結果検証支援,テスト環境,JCL(Job

ControILanguage)作成支援,更にテストの進ちょく(捗)度

を客観的に測ることのできるテストかヾレジモニタなどがあ

る｡

開発工程全般にわたるものとして,プログラム仕様書･レ

コード仕様書などを出力するドキュメント自動作成5),プログ

ラム開発状況を管理する進ちょく管理,開発用システムの稼

動状況を管理する稼動監視,店･端末･回線などを共通資源

として管理しシステム生成を支援するシステム資源管理など

を用意している｡

以下にその主なものを紹介する｡

8 個別システムの紹介

4.1設計工程の支援

(1)データ辞書

開発対象である業務システムのデータ分析を行い3),データ

リレーションを抽出し正規化する｡この正規化されたデータ

リレーションを構成するデータ項目をデータ辞書に登録し,

以降の各工程で利用する｡

データ辞書を仲介として,システム開発に従事する多くの

関与者の用語を統一することができ,各工程でのプロダクト

(プログラム,ファイル,レコード定義ほか)の相互関連を把

握することができる(図3)｡

(2)トランザクション定義支援

オンライン業務プログラムの開発では,トランザクション

設 計 プログラム作成 丁- 運用･曝守

トランザクション定義支援

システムフロー定義支援

辞 書

●データベース定義

●レコード定義

●画面定義

プログラム定義

パターン部品

プログラム生成

単体デバッグ支援

テスト環境
テストデータ

作成支援

組合せテスト支援

総合テスト支援

テスト結果検証支援

ドキュ.メント自動生成

理管歴履更

■
変
.

ムーフグ【Hプ

進ちょく(捗)管桓,稼動監視

理管源賛ムテスシ

図2 HIPACE-Fi=a=Cial開発支援ツールのサブシステム構成 者工程の作業を支援し,各工程での成果物が次工程の入力となる｡
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図3 データ辞書のねらい

データ辞書である｡

項 目

相互関連の把捉

ファイノレ

テ∫一夕ペ∬ス

テ∠-フーノレ

トランザクシ]ン

プログラム

項目の定義と相互関連を収めたものが
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(入金,出金などの業務処理単位)ごとの機能や処理の流れを

明確にしていく｡この作業工程を端末からの対話操作ででき

るようにしたのがトランザクション定義支援である｡ドキュ

メント清書機能により,自動生成したモジュールフロー表の

例を図4に示す｡

(3)データベース定義支援

TMS-4V/SP(Transaction Management System-4V/

SystemProduct)のデータベースに対し,物理･論理定義を

データベース設計過程で行うことにより,データベース仕様

書を作成するとともに,プログラム中のレコード定義の自動

取込み及びTMS-4V/SPとVSAM(VirtualStorage Access

Method)の定義文を生成する｡出力するドキュメントのうち,

データベース構造図の例を図5に示す｡

4.2 プログラム作成工程の支援

(1)金融用パターン･部品

EAGLE2)及びパターン,部品によるプログラム生成はプロ

グラム構造の標準化を図ることが可能であり,品質を高め保

守性を向上させることができる｡HIPACE-Fでは金融機関の

業務処理の中で標準的な処理の流れ(パターン)やはん(汎)用

的な機能(部品)をあらかじめプログラム化してデータベース

に蓄えてあるため,必要なときに取り出して利用することが

できる｡

(2)単体デバッグ支援

単体デバッグを会話形式で容易に実行できるものとしてチ

ェック形PL/Ⅰの活用が有効である｡オンラインモジュールの

モジュールフロー表 作 成 作成日付 86-04-10

印刷日付 86-84-10 P.0005

承l乏 更新日付 8丘-84-10

モジュール7【卜名主モリュール00バトン 加ケラムIイブ 捷 拍 捷 鰭 (諜)

【FEOOO TRPRlOO PTNEOOO 【PP ⅨX:UH訓TOUTPUTTSPR∝巴;S 頼 煮 出 力 処 理

TRPRJO O TRPR210

TRPR220

TRCMl17

TRCMl15

TRCMl17

TRCMl18

TRCMlO2

TRCMlO4

TRCM124

TRCMl16

u____ _

TRCMl16

TRCMl15

TRCM121

=コ

TRCM123

TRCMl15

TRCM121

図4 トランザクション定義支援によるモジュールフロー出力例 自動清書機能により,設計時の試行錯誤作業を支援する｡
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概 要 サン70 ル プーリント

デ
ー
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図5 データベース定義支援によるデータベース構造図の出力例 セグメントの構造をイメージとLて把握できる｡

デバッグの場合,外部テーブルの参照,ミドルソフトウェア

の呼び出しなどが多く,デバッグのための準備作業が多かっ

たが,ソースプログラムからチェック形PL/Ⅰのテスト手続き

文(外部環境をシミュレートする｡)を生成するツールなどと合

わせTSS下で効率よくテストできるようにしている｡

4.3 テスト工程支援

(1)組合せテスト支援

組合せテスト工程でテストすべき項目は多く,開発ステッ

プ数10ステップ当たり1件以上のテストが必要と言われてい

る｡この工程の作業効率を高めるため,テストデータ作りを

容易にし,作成したデータの再利用を試ること,更にテスト

結果の検証を容易にし,結果検証の機械化を図ることを考え

た(図6)｡

(a)組合せテスト支援サブシステム

テストデータ作成管理支援では,オンラインジャーナル

からのテスト電文抽出,TSS端末からの電文修正,作成し

たテスト電文の管理を行い,同一データの繰返し利用を図

っている｡

テストの実行については,バッチプログラム実行イメー

ジで科目,取引単位のテストができるUAP(User Ap-

plicationProgram)テスタ,オンライン環境で端末をシミ

ュレートするNESS(NetworkSimulationSystem)を用意
している｡

更に,結果の検証では,オンラインジャーナルの内容を

端末画面出力イメージで編集するジャーナルイメージ編集,

テスト結果を保存しておきノーデグレードの確認を機械化

するなどを実現した｡

(b)オンライン テストカバレジ

テストの十分性を測り,テスト項目の充実を図るために

テストカバレジ率を用いる｡テストを実行した結果,実行

されたステートメント,分岐を蓄積し,末実行部分を把握

100

UAPテスタ

業務処理

プログラム群

l

+____

端末

TSS

テストデータ作成管理支援

テスト電文

管理ファイル
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システム

ジャーナル

テスト結果検証支援

イメージジャーナル

編集

テスト結果

管理ファイル

前回テスト結果

比較

｢
一
●
■

一
一

_+

データ

ベース

注:略語説明など

TSS(Time Sharing System),UAP(User App=cation Program)テスタ

(オンラインコントロールプログラムのシミュレートをする｡)

図6 組合せテスト支援の概要 テスト電文の再利用とテスト結果

の検証を容易にしている｡
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図7 オンラインカバレジ情報取得結果リストの例 未実行ステートメントが明確になり(EXEC欄がスペース).モジュールとLてのカバレジ率

が表示される｡
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図8 並行ラン確認テストの概要 現行システムと同一の処理を新システムで行い,両者の処理結果を比較する｡



308 日立評論 〉OL.70 No.3(1988-3)

<< プログラム変更一覧問合せ >>

コマンド 〔

P NO.I M メンバーID
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担当者 判明日 修正日 検討日 依頼日 対策日

G851129 860515

S740127 860515 860516 860520 860522

G851134 860522 860526

G851134 B60522 860526

G851134 860522 860526

G851134 860522 860526

G851133 860529 860529 860529 860602

ページ 026/026

B NO.

Hl134

HllO6

HO963

HO963

HO963

HOt妬3

Hl136

未完了

図9 プログラム変更履歴管理システムの画面出力例 プログラム変更作業の進ちょく状況を把捉

することができる｡

する方法である｡オンライン環境下でのカバレジ情報取得

結果リストを図7に示す｡

(2)総合テスト支援

第三次オンラインシステムの勘定系のシステムについては,

機能的に現行システムを継承する部分も多くある｡1日のオ

ンライン処理,オフライン処理の結果が第三次オンラインシ

ステムで同一になることが確認できれば,システムの完成度

に大きな自信を持つことができる｡図8に示す並行ラン確認

テストでこの実現を図ることができる｡

日立製作所ではSST(SystemSimulationTester)センター

を常設しており,ユーザー稼動環境を再現したテストも合わ

せて行っている｡多端末シミュレータなどの活用により,シ

ステムの処理能力の検証,過負荷状態での障害テストなど,

システムの性能,信頼性の向上を実現している｡

4.4 管理支援

第三次オンラインシステム開発では,TSSによる分散開発

が主体となる｡したがって,リソースの管理,作業進ちょく

管理などの管理作業が従来にも増して重要になってくる｡

(1)プログラム変更履歴管理

開発したプログラムの管理がプログラマの手を触れる組合

せテスト以降は,プログラムの変更管理が特に重要となる｡

本管理システムはTSS端末からプログラム変更理由,内容

をデータベースに蓄積し,ソースライブラリ,ロードライブ

ラリとともに一元管理している｡あるモジュールを修正した

場合,その影響範囲を明確にするとともに関係するモジュー

ルのリコンパイルや再リンケージも自動的に行う｡プログラ

ム変更状況を管理するための画面例を図9に示す｡

(2)開発機の稼動情報管理

TSS主体の開発では,そのレスポンスタイムがプログラマ

ーの生産性を大きく左右することになる｡そのため,処理装

置,ディスク記憶装置などの利用率を良好な状態に保ってお

くことが必要である｡ここでは基本プログラム及びユーザー
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出口で取得したシステム統計情報を基に,対話操作で各種リ

ソースの利用状況,ジョブの実行状況などを管理資料として

得ることができるようにしている｡

8 結 言

HIPACE-Fは,金融オンラインシステム建設にかかわる手

順,技法及びツールを集大成したものである｡本稿では,ツ

ールを主体にその特長的なサブシステムを紹介した｡金融機

関の第三次オンラインシステム建設には,その規模の巨大さ

からくる設計の複雑さの克服と,社会的責任から要求される

高信頼性の実現が要求されている｡設計,製造,テストと一

貫して支援するツールが必す(須)条件であり,HIPACE-Fは

それにこたえるものである｡

システム開発の生産性向上は終わりのなし-永遠のテーマで

ある｡SEWB(Software Engineering Workbench),AI

(ArtificialIntelligence)技術の応用など更に効率的な開発支

援システムを追求し実現していくことがメーカーの責務と考

えている｡
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